
認 定  書

国住 指第 1358号

平成 18年 11月 7日

関西パテ化工株式会社

代表取締役 川 上 好 光 様

国土交通大巨  冬 柴 錨

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の26第 1項申

中鼎吾出ド奪騨稚■鋭影叢野妻発卜の規定に基づき、同法施行令第 129条の2の 5第 1項第

七号ハ〔防火区画貫通部 1時間遮炎性能]の規定に適合するものであることを認める。

1 認 定番号

PS060FL-0327

2 認 定をした構造方法又は建築材料の名称

ケーブル ・電線管/表 面処理ロックウータレ保温飯 ・けい酸ナ トリツム系混入水酸化

マグネシウム ・水酸化アル ミユウム材充てん/床 耐火構造/員 通部分 (中空床を除

く)

3 認 定をした構造方法又は建築材料の内容

別添のとおり

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。
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別 添

1構 造拓 :

ケーブル ・電線管/表 面処理ロックラール保温板 ・けい酸ナトリツム孫顔 酸化マグネシウム・水酸化ア

ルミニウム材充てん/床 耐火構造/貫 違部分 (中空床を除く)

2申 請仕様の寸法 :

申請仕様の寸法を表 1に 示す。

1申 請仕様の寸法
項    目 申 韓 仕 様

閉日部
形状 矩形

面積 0 6 n・以下

占積率

〈開日BERに対するケーブル 電線管の断面積の総合計の割命

188%以 下

I通 する床の構造等 鉄筋ヨンクリー ト 斥 さ1側コ以上 (中空床を除く)



3中 請仕様の主構成材料 :

申請仕様の主構成材料を表2及 びケーブル 電 線管の構成材料を表 3に示す。

表2 申 請仕様の主構成材料
項  目 申 F, 仕  様

けい酸ナトリウム系混

入水酸化マグネシウム

水酸化アルミユウム材

(以下 而j熱シール材

という)

材料 けい酸ナトリウム系混入水酸化マグネシウム 水酸化アルミニウム材

密度 卜35±O18/cn:

組成

(質量%)

鉦燃材 76S以 上

(水酸化マグネシウム 水酸化アルミニウム等の金属水和物)

無模質バィンダー (けい酸ナ トリウム系) 8以下

犠維類 (ガラス機維)             2

その他 (分散剤 着 色剤 膨 張剤及び安定方い  132

給発熱ニ 48N」/ポ以下

売てん量

隙FEDが無いよう密に売てん(隙間に奥行き251nD以上 幅 20主1 01unI程度)

ただし い 及びDの 場合さらに盛上げる

1)ケーブル CV1 325mlの埠合 i

仕切板から上方向に高さ50m以上 厚 さ10m以

2)電線管の場合 i

電線管周辺部に仕切板から上方向に高さ30DID以上 〈円難状)

電線管内部に奥行き50DBI以上

仕切板

材料 表面処理ロックウール保温板

厚 さ 43m以 上

表面処理

材料 アクリルス胡脂混入水酸化アルミニウム材

組成

(質量%)

難黙材 (水酸化アルミニウム)

有機質バインター (アクリル系析脂エマルジョ

その他 (分散斉」、消泡割及び増粘剤)

83

ンヽ

厚 さ 3皿

基材

材料 ロックウール保温板 けIS A 9504}

厚 さ 40m以 上

密度 125に加
'以

上

バックアッブ材

材料 Elックウール保温板 けIS A 9504)

密度 125にれ
'以

上

用途 仕切板の基材を用いてケーブル及び電線管周辺部の耐熱シール材のバックアッ

プ材として使用

ケーブルラック

材料 溶融I鉛 めっき鋼板 〈JIS C 3302)

厚 さ 16血 以上

幅 200～ 1 1 00BIIE

鋼製スリーブ

材料

Aタ イプ

本体 :一般構造用圧延鋼材 (」IS G 3101)

フランジ部 |一般構造月圧延鋼材 (31S G 310D

リペット:お問成形リベット (JIS B 1213)

大さ 03211D以上  樹 臨 50mコ以下

Bタ イブ
ー般構造用ELE鋼材 (JIS C 3101)

寸法

Aタ イブ又はBタ イブ (口惨 照)

矩形 112 0 0×50 0 m以下

厚さ :16 m以 上



表 3 ケ ープル ・電線管の構成材料
項  目 申 請 仕 様

ケーブル

導体(又は志

線)の断面積

325ml以下 (1本 あた り)

導体(又はホ

線)の種類

銅、ガラス縁維、その他これらに類する不燃性の材料

絶縁体
塩化ビニル系 厚

さ

2揃 以下

架橋ポリエテレン系 2 5 m以 下

介在 (円形に

調整する充

てん材)

紙、ジュー ト又はポ ツプ ロピレン

シー ス
塩化ビエル系 厚

さ

29m以 下

架橋ボツエテレン系 2 9 m以 下

電線管

材料 鋼製電線管 (JIS C 83051

呼び方 C16～ G70 C19～ C75 119～ E75

外径 21 0～ 75 2口n 19 1～ 76 2回 D 19 1-76 2回 回

厚 さ 2 3-2 8Π Ⅲ 1 6～ 2 0ロコ 1 2-V1 81n

長 さ 290m以 上

材料 合成樹購製可と,電 線管 (JIS C 8411)

呼び方 PF管

寸法 o365m■ 以下

長 さ 290m肛 以 ■
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単位 的 的

仕切板受け金具

仕切板受け金具

―ブルラリフ

耐熱シール

ケーブルラリク

掘製スリーブ

仕切板受け金皇

開□部

B― B'断 面□

仕切板

耐熱ンール

銅製スリーブ

仕切板受け金真

合成樹脂製可とう電線管
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図2 構 造説明図
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単位 mm

Bタ イプ

鋼製スリーブ姿□

豹

Aタ イブ

銅製スリーブ (フランジ部)

図4 構 造説明図



電線管用受け全具

耐熱シール材

(表面処理)

バックアップ材

革位 m門

鋼製電線管の断面辞紐図 合成樹脂製可とう電線管の断面詳細図

鋼製スリーブ (Aタ イブ)

B部 計有B図

電者R管用受け金具

20±10
クフリブ材

合成樹脂製可とう電線首

ケーブル(CVT 325mmeの 場合)

耐熱シール材

仕切板 (表面処理 )

耐熱シヤル材

仕切板用受け金具①

彗Z払るマ早蜀富

ッヽクアップ材

ケーブル(CVT 325的 的
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仕切板用受け全具①

」 品
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銅製スリーブ (Bブ イプ)

図5 構 造説明図
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図○ 構 造説明図



単位 的 的
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4申 語仕様の副構成材料 ,

申請仕様の副構成材料を表4に示す。

表4 申 請仕様の副構成材料

項   目 申 静 仕 様

仕切板用受け金具

(図6参照)

① 材 料 鋼製

厚 さ 1 6mm以上(2形状)

② 材料 鋼製

寸法 幅25×高さ19mm以上、厚き0 5nm以上

送緒金具

クリップ留付

の場合

材料 鋼製

厚 さ 027m以 上

ね じ留付

の場合

材料 ドリ,ン グタンピンねじ lJIS B l125)

寸法 o3X長 さ14m以 上 〈連結金具用)

用途 仕切板用受け金具①と鋼製スリーブとの連絡用

電線管用受け全具

(図6参照)

材 料 銅製

寸法 o2 mm

5申 詩仕様の構造説明図 :

申語仕様の構造説明図を図1～図6に示す。



6施 工方法 :

施工図を図7に示す。

施工は以下の手順で行 う。

(1)鋼製スリープを床板の所定の位置に埋設する。

Aタ イプ

Bタ イプ

り′ミッ ト

調製スリーブ

(フランジ部〉

(2)開田部の確認及び清掃

開口面積、ケープル占積率及び床板厚等が申請仕様に適合 しているかどうかを確認する。
さらに、ケーブルに付着した汚れ等がある場合、あらかじめウエス等で除去する。

ケージルラック局長追子し

ケーブル用受通孔

ケーブルラック用寅通孔

ケーブル局長運孔



(3)仕切板支持用の受け金具の取付け

受け金具を所定の位置にセットし鋼製スリープ上部 リブ部にクリップヌはねじにて固定する。

(4)仕切板の切断加工と取付け

仕切板をケープル及び電線管の寸法 ・形状にあわせて切断する。その際仕切板とケーブルの接触

部の隙間の寸法は規定値に設定し、ヌ開田部との接触面については、隙問を生じない様に切断し

たのち開田部内に仕切板を取付ける。

(5)耐熱シール材の脱落防止用パックアップ材 (ロックツール)の 充てん

耐熱シール材の脱落を防止するためのパックアップ材 (ロックウール)を クープルと仕切板との

隙門に上部から押し込み密着させる。
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(6)耐熱シール材の充てんと巻きたし

ケープルtCVT 3あm2の 場合)に対し、耐熱シール材を仕切板上面とケープルが強する位置から厚

さ10m以上、高さ50m以 上とする。

(7)電線管の耐熱シール材の充てん

鋼製電線管及び合成樹脂製可とう電線管の充てんは、電線管内部に電線管用受け金具を2個以上

挿入し取付け、その内部に耐熱シール材を50mlH以上陳間なく密に充てんする。

さらに、仕切板上面から盛上げ高さ30nE以上 (円鋳状)と する。

*鋼 製電線管の場合

(8)最終チェック

ひびわれ、盛上げムラ等の異状をチェックする。

電線管用受け全員

耐熱 シール材

く表面処理)

バックアップ材


